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〈編集後記〉 
　窒素は汲み終わりましたか？ 

　低温センターの大型タンクから運搬用ベッセルに液体窒素を汲み入れる場所には、低温

センターだよりが高く積んであり、今日はこれにしようと無造作に選んで窒素が汲み終わ

るまでの時間に読んでました。「研究ノート」や「技術ノート」の記事に没頭してしまい、

たびたび窒素が容器から溢れてしまって慌ててバルブを閉じたことを思い出します。グロ

ーバルＣＯＥ特集は今回で５号目になりました。阪大オリジナルをモットーとする本誌に

とって、今回もその性格にふさわしい多彩な成果がまとめられています。最近は低温物理

工学の講義を受講する学生も「ヘリウムを見たことがない」というものがほとんどです。

しかしそれだけ低温技術が各種の実験研究をささえる空気のような存在になっているのか

もしれません。ちょっとした時間に読んでいただける本誌を各所においていただけると幸

いです。寒剤の汲み出しは研究を支える大切な作業でありますが、そんなときに読んでい

ただいて新しいアイデアが浮かぶ大切な時間となれば幸いです。最後になりましたが、お

忙しい中ご執筆いただきました先生方、ありがとうございました。 

　窒素あふれていませんか？ 

（清水克哉） 
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